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相薗

敏子 
903 附属書 C 表 C.1 ed 目的の「合目的性」 

目的「データガバナン ス」の「危害の例」およ

び「便益の例」に記載の「目的適合性」と、「合

目的性」は同じものではないでしょうか？ 

「合目的性」を「目的適合性」にする 「合目的性」を「目的適合

性」に修正します。 

相薗

敏子 
903 附属書 C 表 C.1 ed 目的「AI システム説明 可能性」の「危害の例」

の「自動化バイアスへの過度の依存」 

 

「自動化バイアス」とは AI システムの出力に過

度に依存する傾向を指すので、「自動化バイアス

への過度の依存」は意味が不自然 

「自動化バイアスへの過度の依存」を「自動化バ

イアスによる過度な依存」または「自動化バイア

スに起因する過度な依存」にする 

「自動化バイアスへの過度

の依存」を「自動化バイア

スに起因する過度な依存」

に修正します。 

相薗

敏子 
903 附属書 C 表 C.1 ed 目的「機会の配分」および「ステレオタイプ 化

の最小化」の、「危害の例」および「便益の例」

に記載の「AI システムアウトプット」 

 

目的「監視，フィードバ ック，評価」の「危害

の例」には「AI システムのアウトプット」とあ

ります。こちらのほうが日本語として読みやすい

のではないでしょうか？ 

「AI システムアウトプット」を「AI システムのア

ウトプット」にする 
「AI システムアウトプッ

ト」を「AI システムのアウ

トプット」に修正します。 
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